
Leciono C08                      「不定」を扱う単語群 

io, iu, ia, ies, ie, iel, ial, iam, iom 

語頭の文字が ”i ”で始まる一連の９つの語があります。 

不定・未定・未知を表します。特定しない言い方です。 

io あるもの ／ iu  ある人､誰か､ある～ ／ ia ある種の、何らかの 

ies だれかの ／ ie どこかで ／ iel どうにか、なんとなく 

ial 何らかの理由で ／ iam いつか､かつて ／ iom いくらか 

例文を示します。 

(1)  Io nova necesas por altiri atenton de la publiko. 

       世間の注意を引くには 何か新しいものが必要だ。  

(2)  Iu el vi faru tion. あなた方のだれかがそれをしてください。 

En iu tago venis fremda vendisto. 

        ある日、見かけないセールスマンが来た。 

(3)  Iom da salo ŝanĝis la guston de la kuiraĵo.  

                少しの塩がその料理の味を変えた。 

 

 

 

 

☆ io は単数のみです。対格は ion（あるものを、何かを）です。 

   iu も ia も 複数で複数語尾- j、対格で対格語尾- n を つけます。  

  

 

練習問題 “ｉ”で始まる 9つの語からなる単語群から適切なものを 

（  ）に記入しましょう。 
 

(1)  Mi sentis (      ) strangan en la konduto de la sinjoro.  

          その男の人の振る舞いに何か奇妙なものを感じた。 

(2)  (      ) frapas la pordon.   だれかがドアをたたいている。 

(3)  (      ) nekonata vizitis la oficejon.  

                  見知らぬ人が事務所を訪れた。 

(4)  (      ) sinjorino subtenis lian agadon.  

                ある婦人がかれの行動を支援した。 

(5)  (      ) rimedo necesas por altigi vian kapablon de 

 Esperanto.  

   あなたのエスペラントの能力を高めるために何らかの方策が必要だ。 

(6)  (      ) super la arko de la ĉielo kuŝas lando mirinda. 

       どこかあの虹（空のアーチ）の上の方に不思議の国がある。 

(7)  La prezidanto rezignis sian postenon (       ).  

               何らかの理由で会長はその職を退いた。 

(8)  (       ) mi partoprenos en Universala Kongreso de  

Esperanto. 

いつか 私は世界エスペラント大会に参加するであろう。 

(9)  Mi (       ) hezitis antaŭ ol esprimi mian kontraŭon.  

             私は反対を言い表す前に少しためらった。 

 

 

 

io を説明する形容詞は io nova  

のように後置します。 

 vendisto 販売員 salo 塩 ŝanĝi 変える  gusto 味 kuiraĵo 料理 

senti 感じる stranga 奇妙な konduto 振る舞い frapi たたく 

subteni 支える rimedo 方策 kapablo 能力 arko アーチ ĉielo 空 

kuŝi 横たわる  rezigni 断念する､退く posteno 地位､役職  

heziti ためらう esprimi 言い表す kontraŭo 反対  ĉielarko 虹 

 

altiri 引き寄せる atento 注意 publiko 公衆､世間 fremda 見知らぬ  


